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Ⅰ 緒 口

韓国における経済成長による国民所得水準の向上は

食生活消費パターンの高度化 ･多様化をもたらした.

つまり,国民所得水準の向上によって所得弾力性の高

い畜産物に対する需要は激増している.このような畜

産物に対する需要は,国民所得水準の向上と人口増加

によって,増加しつつあると思われる. したがって,

このように増加する畜産物の需要を充足させるために

は,畜産物の生産基盤の拡大による供給増大とともに

畜産物流通の合理化が行なわれなければならない.

畜産物流通の合理化のためには,まず産地流通の合

理化が必要条件であり,産地流通の合理化のためには

生畜流通の中枢的な役割を担当している家畜市場の再

編整備が必要である.

1963年6月に制定された畜産法によると,家畜は

公正な取引と適正価格の形成のため家畜市場内で取引

されるようになっている.それゆえに家畜市場の再編

整備による効率的な流通機能の遂行は生畜流通の効率

化のための必要条件である.ところが,韓国の家畜市

場においては日本のような本格的な再編整備事業が行

なわれなかった.

このような観点から,本稿では次の3つの点を中心

に分析を行なった.第1に,韓国における家畜市場を

めぐる諸条件の変化について考察した.第2に,韓国

における家畜市場の現状と問題点を日本の家畜市場と

比較しながら分析した.算3に,韓国における家畜市

場の改善方向を提示した.

本稿のとりまとめには,九州大学農学部梅木利巳助

教授,黒木英二助手の御教示を得た.記して感謝の意

を表したい.

Ⅱ 韓国における家畜市場の

位置づけ

1. 家畜市場の開設･管理の経経

韓国の家畜市場は,1914年発布された市場規則に

よって初めて行政機関が管理するようになった.その

頃の韓国の主な家畜は牛だったので家畜市場は牛市場

とも呼ばれた.1938年の家畜市場の数は1,332に達

したが,その中で牛の取引の専門市として設けられた

のは僅か49であり,残りの 1,283は一般定期市場に

付設されていた (金,1977).1945年以降は家畜保護

法,家畜密と殺特別処罰法によって家畜協同組合が家

畜市場を管理してきたが,1963年6月に畜産法 (法律

第 1,363号)が制定･公布された.この畜産法は地方

自治団体のみが家畜市場を開設することができるよう

に限定し,家畜市場の業務管理は農業協同組合や畜産

業協同組合等の公益法人のみが担当することができる

ようになっている.

2.肉畜流通に占める家畜市場の重要性

家畜市場は,所在地域や流通機構上の役乱 取り扱

う家畜の種類,出場地域の範囲等によりいろいろな分

類が行なわれているが,一般的には産地家畜市場,集

散地家畜市場及び消費地家畜市場の3っに区分するこ

とができる.
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128 雀 圭暗･高橋伊一郎

産地家畜市場は,子畜の生産地域に位置し,主に子

畜の取引が行なわれており,集出荷される範囲は3つ

の中で最も狭く,市場の数は最も多い.集散地家畜市

場は,子畜,成畜の生産地域に配置され,一般的に産

地家畜市場に比べ集出荷範囲が広い.消費地家畜市場

は,消費地における大規模と畜場の周辺で生体市場が

独立して市場となったもので肉牛の場合に多く存在す

る(食肉通信社,1983).

韓国の家畜市場で取引される家畜はほとんどが牛

で,その他には子豚が若干ある (韓国畜産協同組合中

央会,1982a).韓国においては,畜産法施行規則33

条に該当しないすべての牛は必ず家畜市場内で取引す

るようになっている(韓国畜産業協同組合中央会,1982

b).それゆえに韓国の家畜市場が食肉流通機構の中で

占める位置は日本の家畜市場よりもつと重要である.

牛の場合に必ず家畜市場内で取引せねばならないとさ

れた理由は家畜の中で最も重要な牛の取引が公正に行

なわれ,かつ適正価格が形成されるようにするためで

ある (声･呉,1980).

家畜の流通経路をみてみよう.まず,肉牛の流通に

ついてみると,こ肉牛の流通経路は,第 1図のように,

生産農家から,①直接家畜市場へ出荷されるもの,㊨

農業協同組合や畜産業協同組合を通じて出荷されるも

の,③庭先で家畜商との間で取引されたあと家畜市場

を通るもの,④特別地と畜場でと畜されて食肉卸売市

場に上場されるもの,⑥特別地と畜場でと畜されて畜

産業協同組合の共販場に上場されるもの等の5つがあ

る.5つの中で最も主要なルートは牛生産者から家畜

市場へ直接出荷されるものである.何故ならば,韓国

においては,生産者団体の出荷組織がその役割をまだ

うまく果たしていないし,日本のような小屋制度 (棉

原,1978)がなかったため根強い家畜商ルートが存

在しないからである. それに対して, 日本の場合は,

農･畜協等の生産者団体の組織がその役割をうまく果

たしているし,根強い家畜商ルートが残っているか

ら,直接家畜市場へ出荷されるものは少なく,家畜商

との間で取引されるものと農･畜協を通じて出荷され

るものとが多い.

次に,子豚の流通経路についてみると,現状では家

畜市場を通らない流通経路が子豚流通の主流をなして

いるといえよう.家畜市場を通る子豚の流通経路は第

2図のように,子豚生産者から④直接家畜市場へ出荷

されるもの,⑧産地家畜商を通じて出荷されるもの等

の2つがある. これらのうち④が最も主要なルートで

あるとみられる.これは日本の場合と同じである.次
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第 1図.韓国の肉牛の流通経路.

資料:韓国畜産業協同組合中央会 F畜産物流

通経路及びマージン調査報告』(1981).

第2図.韓国における家畜市場を通る子豚の
流通経路.

は,産地家畜商が産地の子豚を集荷して,その産地の

肉豚肥育農家に販売するか,そうでなければ,家畜市

場へ販売する場合である.

以上は,家畜市場へ上場されるまでの子豚の流通経

路であるが家畜市場で取引された後の子豚の流通は㊤

直接肉豚肥育農家に買い取られるもの,⑥家畜商が買

って肉豚肥育農家に販売するもの等の2つがある.2

つの中で④の流通経路が最も主要なルートであるとみ

られる.

韓国と日本の子豚流通の異なった点は,韓国では生

産者団体が子豚の流通に全く介入しないが,それに対

して日本は深く介入しているということである.
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第 4表. 韓国の輸送手段の発達推移 (1961-81年).
資料は韓国鉄道庁 r鉄道統計年報｣各年,韓国交通部 F交通統計年報J各年.

(単位:千 km,柿,千 トン,台)

1971 1981

項 目 1961 ｢妄ー哀価 蕊;-.盲 嘉 ~-p頂 に 高

鉄 道 喜 芽 蓋篭 警 ;go‡…;o… 三言,:,f……

自動車 掌 亀 有着 装 子92:g348 1鋸 6.冒

し,家畜市場もそれらの動向に対応して統廃合が必要

となっている;

3.輸送手段の発達

韓国の輸送手段は1960年代の急速な高度経済成長

に伴って発展してきた.第4表でみられるように,秩

道の貨物積載量は1961年には15.4百万 トンであった

が年とともに増加して1981年には267.0百万 トンに

なった.つまり,20年間に17倍も増加している.自

動車の貨物車数も1961年の 12.8千台から1981年に

は252.5千台へと20倍も増加している.

輸送手段が発達しなかった時には,地元に家畜市場

を設置しておくことが生産者にとって必要であったか

ら零細な家畜市場が多数分散して存在する結果になっ

た.ところが,輸送手段が発達した今日ではそのよう

な多数の家畜市場を必要としなくなり,各家畜市場の

諸条件を考慮した統廃合を迫られている.

さらに家畜市場の再編整備を必要とする家畜市場を

めぐる条件の変化として消費地家畜市場の公害問題,

畜産物消費構造の変化等もあげられる.

Ⅳ 韓国における家畜市場

の現状と問題点

- -日本との比較 -

1.家畜市場数の過多

一韓国と日本の家畜市場数を年度別にみたのが第5表

である.第5表でみられるように,日本の家畜市場数

は1964年の1,290から1974年には623,そして1981年

には415へと年を追って減少している. これを1964

年を100とした指数でみれば1974年は48.3,1981年

は32.2である. このように日本の家畜市場数が急激

に減少しているのは,1960年から始まった家畜取引

法に基づく,国の助成による家畜市場再編整備事業が

実施されてきたからである.

51,223 255
16,526 171
266,991 1,734

563,702 1,928
252,450 1,971

第5義.韓国と日本の家畜市場数の年度別推移
(1964,1974-81年).資料は韓国畜産業協同組合中
央会 r畜産物流通便覧』(1982年),日本農林水産
省 F食肉便覧』(1981年),食肉通信社 FE]本食肉
年鑑J(1982,1983年). (単位:か所,%)
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日本の家畜市場再編整備事業の実施は第 1次 (1960

-64年度),第2次(1965年～68年度),第3次(1972

-77年度),第4次 (1978-81年度)にわたる家畜市

場整備計画として実施された.そして,最近の主産地

形成の急速な進展,輸送手段の発達等の事態を踏ま

え,新たに1982年度から5か年計画による第5次家

畜市場整備事業が実施 されている (食 肉通信社,

1983).

一方,韓国では日本のように国による家畜市場再編

整備事業がいままで実施されなかったので家畜市場数

が急速には減少しなかった.すなわち,1964年に667

であった家畜市場は,1981年までに僅か223しか減少

しなかった.つまり,1964年から1981年 までの17

年間の間に日本は家畜市場数の3分の2が減少したが

韓国の場合は3分のlLか減少しなかった.

日本の家畜市場数に比べて韓国の家畜市場数がいか

に多いかを知るために,韓国と日本の肉用牛の家畜市

場当たり飼養頭数を年度別にみたのが第6表である.

韓国 と日本の肉用牛の家畜市場当たり飼養頭数は,

1964年には韓国が2.0千頭日本が1.7千頭と韓国の方
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第 1表. 韓牛10頭以上飼養農家戸数の推移 (1968-83年).
資料は韓国農水産部 『農林統計年報J各年,韓国畜産業協同組合中央会 『畜

協調査季報』(1983年6月号). (単位:戸,%)

年 度 1968 1972 1976 1978 1979 1980 1981 1982 1983

総 飼 養農 家 数 1,029,3891,106,2891,193,2581,194,8501,171,7621,028,752890,782895,912939,963

10頭以上飼養農家数 257 501 871 1,389 2,023 2,834 3,447 3,802 5,413

指数 (1968-100) 100 195 339 540 787 i,103 1,341 1,479 2,106

第 2表. 韓国の動力耕転機の保有状況 (1961-81年).
資料は韓国農業協同組合中央会 『農協年鑑』各年,韓国農水産部 『農林統計

年報』(1982年). (単位:台,戸,%)

年 度 1961 1965 1970 1972 1974 1976 1978 1980 1981

保 有 数 107 111 ll,884 24,786 60,056 122,079 194,780289,779350,462
1台当たり農家数 21,749 22,585 209
普 及 率 0.0 0.0 0.5

Ⅲ 韓国における家畜市場を

めぐる諸条件の変化

1960年代初めから始まった経済開発5か年計画に

よって韓国の経済･社会構造は急激に変化してきた.

畜産にかかわる諸条件も同様に変化してきた･その中

でも畜産物生産構造の変化,高度経済成長に伴う都市

化,輸送手段の発達等は著しかった.

1.畜産物生産構造の変化

畜産物生産構造は2つの面で大きく変化してきた.

算1に多頭飼養農家数が増加したこと,第2に役用牛

から肉用牛への飼養目的の転換が行なわれたことであ

る.

第 1表は韓国農水産部 『農林統計年報』と韓国畜産

業協同組合中央会 『畜産調査季報』に基づいて10頭

以上の韓牛を飼養している農家戸数の年度別推移をみ

たものである.この表によって韓牛飼養農家の規模が

だんだん拡大化されていることがうかがえる.すなわ

ち,10頭以上の韓牛を飼養している農家戸数は,1968

年の257戸から1983年には5,413戸へと約21倍も増

加した.

第2表は韓国農業協同組合中央会 『農協年鑑』に基

づいて動力耕転機保有状況を年度別にみたものであ

る.第2表からみられるように,1961年 には107台

にすぎなかった動力耕転機は1970年には1万2千台

へ,そして1981年には35万台へと急激に増加してき

た.このような動力耕転換の急速な普及と化学肥料産

業の復興と発展による肥料の大増産等があり,役畜ふ

99 40 19 11 7 6
1.0 2.5 5.2 8.8 13.4 17.3

第3表.韓国の総人口に占める農家人口の推移
(196ト81年).資料は韓国農水産部 『農林統計年報』
(1982年). (単位:千人,%)
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ん畜の有畜農業はにわかにその絶対的地位を低下する

こととなった.このような多頭飼養農家の激増,飼養

目的の転換は都市化の激しいところはど著しい.

2.高度経済成長に伴う都市化

5次にわたる経済開発5か年計画によって韓国の経

済は高度成長をなし遂げた.第3表でみられるよう

に,農家人口は高度経済成長に伴う都市化とともに急

激に減少しつつある.すなわち,総人口に占める農家

人口の割合は,1961年には56.3%であったが年とと

もにだんだん減って1981年には25.8%になった.こ

のような都市人口の増加,つまり食肉消費人口の地域

的移動があったから家畜市場もこれに合わせて再編さ

れなければならない.ここに家畜市場の統廃合を必要

とする背景がある.

地元で生産して地元で消費する時には小規模の家畜

市場が分散して存在する必要性があったが,今日のよ

うに都市化が進んで総人口のほぼ80%が都市に住ん

でいる場合にはそれに合わせて畜産物の流通も広域化
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第 6表. 韓国と日本の肉用牛の家畜市場当たり飼養頭数 (1964,1974-81年).

資料は韓国畜産業協同組合中央会 『畜産物価格及び需給資料』(1983年),同 『畜

産物流通便覧』(1982年),日本農林水産省 『ポケット農林水産統計』各年,同『食
肉便覧』(1981年),食肉通信社 r日本食肉年鑑』(1982,1983年)
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第 7表. 韓国家畜市場の距離別･地域別分布状況 (1978年).
資料は声 ･呉 (1980). (単位:か所,形)
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が300頭多かったが1981年には韓国が3千頭 日本が

5.5千頭と逆に日本の方が2.5千頭多くなった.それ

は,すでにふれたように,日本の家畜市場数が韓国の

家畜市場数より急速に減少したからである.このこと

から韓国の家畜市場数が相対的に多すぎることがうか

がえる.

2. 家畜市場が小規模

韓国の家畜市場の距離別･地域別分布状況をみたの

が第7表である.韓国の畜産法によると家畜市場の開

設位置は最も近い家畜市場との距離が 12km 以上で

なければならないとされている (韓国畜産業協同組

合中央会,1982b)にもかかわらず,12km以内に位

置している家畜市場数が1978年現在77もあり,その

中で70は家畜市場開設日当たり50頭未満の牛が取引

されている.そして,家畜市場間の距離が 12-20km

以内に位置している家畜市場数は総家畜市場数の30.1

%,20-28km 以内に位置している家畜市場は23.6

%,28km 以上離れている家畜市場は30.2%であ

る.このことから韓国の家畜市場はあまりにも近接し

すぎていることがわかる.家畜市場開設日当たり取引

規模が50頭未満で,12km 以内に位置している家畜

市場は統廃合してよかろう.これを地域別にみると慶

尚北道が18と最も多く,その次は済州道である.

第8表は韓国の牛の年間出場頭数別 ･地域別家畜市

場の分布状況をみたものである.第8表でみられるよ

うに.年間1,000頭未満の牛が取引される家畜市場数

が114もある.仮に年間1,000頚取引されるとしても

開設日当たり取引数は14頭にすぎない. このような

小規模の家畜市場が総家畜市場数の25.7%にも達す

る.これを地域別にみると,釜山･慶尚南道が29と最

も多く,その次は大坪･慶尚北道である. このことか

ら韓国の家畜市場の規模がいかに小さいかがわかる;

家畜市場が零細で,分散しているということは,家

畜市場に集まる買手の数が少なく,競争力が弱くなる
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第 8表. 韓国の牛の年間出場頭数別 ･地域別家畜市場分布状況 (1981年).

資料は韓国畜産業協同組合中央会 『畜産物流通便覧』(1982年). (単位:か所,%)
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第 9表. 韓国家畜市場の市場開設日別 ･地域別分布状況 (1981年).
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ということであり,家畜の取引価格形成にはマイナス

要因となる.また,大手の買手にとっては, 1つの家

畜市場で必要頭数を確保することができなくなり,い

くつかの家畜市場で購入せざるをえなくなるから,衣

畜を買入れるための諸経費が高くなるわけである･し

たがって,家畜の取引価格は,取引規模の大きな家畜

市場に比べて低くなりがちである (甲斐,1982;宮

田,1971).

3. 家畜市場の開設日間隔が短い

第9表は韓国の家畜市場の市場開設日別 ･地域別分

布をみたものである.第9表でみられるように,総家

畜市場数444の中で436は5日間隔で開設され,残り8

市場は毎日開設されている･韓国の家畜市場は,5日

間隔で開設されていた農村定期市場に付設されていた

から今日でも以前のまま5日間隔で開設されている･

したがって,各々の地域の家畜の飼養頭数と出場東

数,交通事情,畜産物需要量等を考慮して,地域別に

開設日間隔を調整する必要がある.

一方,日本は韓国に比べて家畜市場の開設日間隔が

はるかに長い.日本の南九州では一般に3か月間隔で

開設されている (甲斐,1976).ここで注目すべきこと

は,韓国の家畜市場は同じ市場開設日に子牛,成牛,

子豚,成豚等のすべての家畜が取引されているが,日

本の場合は一般に子牛市場,成年市場,子豚市場の3

つに分かれて別々の日に開設されていることである.

4. 家畜市場施設の不備と零細

第 10表は韓国の家畜市場の地域別施設状況である.

第 10表で みられるように,家畜市場当たり敷地面積

は882坪で,これを地域別にみると,仁川 ･京畿道が

1,399坪と最も広く,慶尚南道が627坪と最も狭い.

生畜用の計量器は家畜市場当たり0.99台にすぎなく,

これを地域別にみると,忠清北道が1.14台と最も多
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第 10表. 韓国家畜市場の地域別施設状況 (1981年).
資料は第8表と同じ.
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く,仝羅南道が0.84台と最も
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家畜の取引において最も大切

なのは,家畜を客観的に評価す

ることであり,評価を正確にす

るためには規格化,等級化とと

もに正確な体重計量が行なわれ

なければならない. ところが,

韓国では牛の取引の前に計量器

で牛を計っている家畜市場数は

総家畜市場数の52%にすぎな

い (声 ･呉,1980).

5.家畜市場管理体系の二元

化

第3図は韓国の家畜市場の業
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第3図.韓国家畜市場の管理体系図.

資料:許信行 『肉類需給及び価格安定のための流通構造改善方案JI(1981).

務管理体系図である.韓国の家

畜市場は畜産法第25条によって地方自治団体が開設

するように定めており,その業務管理には畜産法第26

条によって畜産業協同組合があたる (韓国畜産業協同

組合中央会,1982b).

家畜市場の開設者と管理者が違うから家畜市場の入

場料は地方自治団体が徴収し,家畜の売買手数料は畜

産業協同組合が徴収している.このように家畜市場の

管理体系が二元化になっているために家畜市場の改善

と規模拡大にいろいろな問題が起っている.畜産業協

同組合は家畜市場を運営するにあたって行政観閲の乗

詔を得なければならないようになっている.これでは

合理的な運営を行なうことは困難である.何故なら,

行政機関は行政サイドの運営を行ないがちで生産者サ

イドの運営とはさまざまな点で相違しがちであるから

である (許,1981;金,1976).したがって,畜産業協

同組合が生産者の立場で運営を行なうのは困難な事情

にある.したがって,家畜市場の管理権を完全に畜産

業協同組合に移管して,畜産業協同組合が主体性を持

って管理するようにしなければならない.

一方,日本の家畜市場は,第 11表でみられるよう

に,1980年の総家畜市場数434の中で376が生産者

団体によって開設されている.地方公共団体が開設

し,運営している家畜市場は僅か7にすぎない.この

ように,地方公共団体により開設された家畜市場が韓

国には多く,日本には少ないことは両国の生産者団体

の持つ力の差に基づくと思われる.

6.伸介人数が多い

第 12表 は韓国の家畜市場の地域別管理人数と仲介

人数をみたものである.1981年現在 の韓国の家畜市

場の管理人総数は1,247人で,これを家畜市場当たり

で計算してみると2.8人になる.すなわち,1家畜市

場を管理する人数が3人にも及ばないということであ
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第 11表. 日本の開設者別家畜市場の推移 (1964,1974-80年).

資料は農林水産省 『食肉便覧』. カッコの中は構成比. (単位:か所,%)
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第 12表. 韓国家畜市場の地域別管理人数と仲介人数 (1981年).
資料は第8表と同じ.
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る.

一方,畜産業協同組合によって任命された仲介人総

数は5,865人で,これを家畜市場当たりで計算してみ

ると13.2人になり,それ以外にもほぼ同様の類似仲

介人が存在している(金,1976).家畜市場で家畜を取

引する際に正確な規格と標準がないため,売手と買手

との間に評価の差が甚だしい.そこで第3着の公正な

評価と介入が必要となる.したがって,韓国の家畜市

場のような未発達の市場制度においては,長年の経験

を持ち,売手と買手との両者が信頼できる仲介人の存

在が必要となる.しかしながら,仲介人 1人当たり年

間取引頭数が牛は267頭,豚は43頭にすぎないため仲

介人の収入はきわめて低い･そこで収入確保のため各

種の不公正な取引が仲介人によって行なわれている

(許,1981).例えば,農民の家畜を実際の価格より低

い価格で買って高く売ったり,買手 (主に小売商と家

畜商)からコミッションをもらって不当に低い価格で

取引させたりする.そのような仲介人による不公正な

取引を防ぐためにはセリ取引を取入れるべきである.

7. 家畜市場の入場料と売買手数料が低い

第13表は韓国の家畜市場の肉畜別入場料をみたも

のである.家畜市場の入場料の徴収対象は家畜市場に
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第13表.韓国家畜市場の肉畜別入場料(1982年).
資料は第8表と同じ.1983年11月現在100円は320

ウォンである. (単位:頭,ウォン)

畜 種 区 分 入 場 料

牛

豚 (辛)

1歳未満 200
1歳以上 300

子豚 (辛) 50
成豚 (辛) 100

1歳未満 100
1歳以上 200

入場するすべての家畜であり,徴収基準額は家畜取引

価格の1,000分の1以内になっている.現在徴収して

いる入場料を畜種別にみると牛の場合,1歳未満は1

頭当た り200ウォンで,1歳1以上は300ウォンであ

る･豚 (辛)は子豚 (子羊)が50ウォン,成豚 (成

辛)が100ウォンである. そ して,馬は1歳未満が

100ウォン,1歳以上が200ウォンである.この入場

料は畜産業協同組合が畜主から徴収して家畜市場開設

者の地方公共団体に納付するようになっており,家畜

市場施設の維持のために使われる.

第14表は韓国家畜市場の肉畜別売買手数料とその
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第 14表. 韓国家畜市場の肉畜別売買手数料とその徴収方法 (1982年).

資料は第8表と同じ.1983年11月現在100円は320ウォンである. (単位:ウォン)

区 分 売買手数料 売買手数料徴収方法

220kg未満 2,500
220-380kg未満 4,500
380kg以上 6,000

子 豚 (辛) 250
成 豚 (辛) 650

3歳未満 650
3歳以上 1,300

家畜市場の管理人が家畜の買手から徴収

第 15表. 日本の主要家畜市場の入場料と売買手数料の徴収方法.

資料は日本家畜商協会 『全国主要家畜市場の入場料･売買手数料,その他の

徴収金調査J(1974年10月).カッコの中は構成比.入場料だけを徴収する家
畜市場は成年12,子牛8市場である. (単位:か所)

入場料と売買手数料をとる市場 売買手数料徴収方法
開設者 - 一一

種 市場数 平均入場料範囲

成 生産者団体

牛 家畜商団体

チ 生産者団体

牛 家畜商団体

子

午

58
(100)

25
(100)

23
(100)

23
(100)

生産者団体 37
(100)

440円
100-2,000円

366円
50-2,000円

413円
100-1,600円

356円
50-1,500円

平均売買手数料 売手 売手>買手 折半 買手

1.74%
I,133円

1.62%
950円

3.92%
1,173円

1.45%
918円

売買手数料のみをとる市場

3.96%

家 畜 市 場 数 謂 )

徴収方法をみたものである.売買手数料の徴収対象は

家畜市場内で取引されたすべての家畜であり,徴収基

準額は家畜取引価格の100分の1以内の範囲で農水産

大臣が告示するようになっている.現在農水産大臣に

よって告示された売買手数料を畜種別にみると,牛の

場合は,220kg未満が2,500ウォン,220-380kg未

満が4,500ウォン,380ks以上が6,000ウォンであり,

豚 (辛)は子豚 (子羊)が250ウォン,成豚 (成羊)

が650ウォンである.そして,馬は3歳未満が650ウ

ォン,3歳以上が1,300ウォンである.売買手数料は

畜産業協同組合が買手から徴収して,家畜の改良 ･増

殖 ･防疫及び家畜共済,家畜市場の運営管理,家畜市

場の施設及び取引制度の改善等に使われる.

算 15表は,1974年に日本家畜商協会がまとめた入場

料と売買手数料の徴収にについて表したものである.
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入場料と売買手数料を徴収する成牛市場の平均入場料

は,生産者団体が440円,家畜商団体が366円で あ

る.売買手数料では生産者団体が 1.74%,家畜商団

体が1.62%である.韓国の家畜市場の手数料と比べ

てみるといずれも日本の方が高いことがわかる.

売買手数料の徴収方法についてみると,韓国の場合

は一律に買手が売買手数料のすべてを支払っているの

に対して,日本の場合は家畜市場によってまちまちで

ある.すなわち,売買手数料をとる166か所の家畜市

場の中で買手が その全額を支払う家畜市場は23,売

手が全額支払う家畜市場は72,折半して支払う家畜

市場は57,売手が買手より多く支払う家畜市場は14

である (薬師寺,1975).

8.相対取引家畜市場が多い

第 16表 は韓国の家畜市場の取引方法別 ･地域別分
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第 16表. 韓国家畜市場の取引方法別･地域別分布状況 (1980年).
資料は許(1981).カッコの中は構成比. (単位:か所,%)

京畿 江 原 忠 北 忠 南 仝 北 仝 南 慶 北 釜山･取引方法 仁川 ･ 慶南 済 州 合 計

セ･)取引 (15.60) (187,) (2主?8) (10.5.) (5㌔) (15㌔) (,.83) (,.3.) (_) (13?6)

相対馴 (8㌢｡) (8告 ) (,272) (8芸?6) (,2?1) (82.33) (去2.I,) (,68.56) (1.㍍｡) (芸;.4.)

40 37 42 48 34 51 109 88 14 463
(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)合 計 (100.0)

布状況をみたものである.セリ取引が行なわれている

家畜市場は総家畜市場の10.6%にす ぎな く,残り

89.4%は相対取引が行なわれている家畜市場である.

家畜の公正な取引のためにはセリ取引が望ましい

が,家畜市場の規模が小さいからセリ取引の家畜市場

への転換はなかなか進まない.韓国における家畜市場

の不公正な取引は,前にのべたように,ほとんどが仲

介人によって行なわれているからそのような不公正な

取引を防止するため,セリ取引を導入すべきであろ

う.

一方,日本はセリ取引の家畜市場が大半である.セ

リ取引は大雑把に言うと,現在2つの方法によって実

施されている.ひとつは,従来より行なっている方法

で,呼唱人がセリ場の中にはいり呼び上げてセリ価格

を決めるものと,もうひとつは電気式ボタン装置によ

るセリ取引である.電気式セリ取引は時間の省力化と

セリの見落し防止をねらったものであるが,反面,セ

リ取引独特の活気がいくぶん薄らぐのではないかと懸

念されるむきもあるようだ (稲葉,1980).

Ⅴ 韓国における家畜市場の

改善方向

家畜市場の主要機能とは公正な取引と適正価格の形

成であるが,現在の韓国の家畜市場はそのような機能

をうまく果たしていない.その理由はすでに述べたと

おりである.ここでは韓国における家畜市場の改善方

向について提言する.

第 1に,家畜市場を統廃合して大規模家畜市場を設

立することである.そうすれば大手買参入が取引に

加わり価格形成カを強めることができる.市場が零細

で,分散していると貿参入は小規模かつ少数となり,

また特定の家畜商が員参入として固定化し,市場取引

の独占が生じ自由な価格形成が実現し難い結果となり

やすい.また,家畜市場が零細で,分散しているという

ことは,大手の買手にとっては, 1つの家畜市場で必

要頭数を購入することができなくなる.そのうえ2,

3か所の家畜市場で買わなければならないから,それ

だけ家畜の買入れコストが高くなる.また零細市場で

は買手の購買力が弱いため取引価格はそれだけ低くな

る.それゆえに零細で,分散している韓国の家畜市場

杏,飼養頭数,出場頭数,取引頭数,交通事情等を考

慮して,統廃合すべきである.

第2に,セリ取引を実施することである.韓国の家

畜市場で行なわれている不公正な取引の大半は仲介人

によるものであるから,仲介人のあっせんによる相対

取引を廃止してセリ取引制度を取入れるべきである.

第3に,家畜市場の開設日を畜種によって別々の日

に開設することである.

第4に,家畜市場の開設日の間隔を長くすることで

ある.韓国の家畜市場は現在5日間隔で開設されてい

るが,それでは充分な入場頭数確保のためには短す

ぎる.

第5に,家畜市場の施設の充実を図ることである.

韓国の家畜市場では今後とも行政機関の果たす役割は

それほどないものと考える.したがって,家畜市場の

施設を充実させるには入場料を引き上げるよりも,さ

きほどの指摘したように,畜産業協同組合を開設者と

し,低すぎる現在の売買手数料を引き上げて必要な資

金を調達し,家畜市場の施設の充実を図るべきである.

第6に,家畜市場の開設 ･管理を一元化することで

ある.二元化されている韓国家畜市場の開設 ･管理を

完全に畜産業協同組合に移管して,畜産業協同組合が

主体性を持って家畜市場を開設 ･管理するようにすべ

きである.韓国の家畜市場は開設者と管理者が二元化

されていて家畜市場の入場料は開設者の地方自治団体

が徴収して使用し,売買手数料の大部分は還元事業に

使用されているため,家畜市場の施設改善へ使用する
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ことができない.それゆえに家畜市場の開設と管理を

一元化して,徴収される家畜市場の入場料と売買手数

料を家畜市場の施設の充実を図るために使用すべきで

ある.

上記のような家畜市場改善方向により現在の韓国家

畜市場の問題点が解決されると思われる.そうするこ

とにより,韓国の畜産政策の基本目榛の1つである畜

産物流通合理化は加速化され,家畜飼養農民には生産

増大の誘引を,消費者には消費増大の誘引を与え,両

者はともに保護されると思われる.

Ⅵ 要 約

本稿では,韓国における家畜市場の改善方向を提示

するために,(1)韓国における家畜市場をめぐる諸条

件の変化,(2)韓国における家畜市場の現状と問題点

に重点をおいて分析した.分析方法として韓国の家畜

市場と日本の家畜市場との比較分析を重視した.分析

結果は以下のように要約できる.

(1) 韓国における家畜市場をめぐる諸条件は急速

に変化してきた.すなわち,10頭以上の韓牛を飼養

している農家戸数は,1968年の257戸から1983年には

5,413戸へと約21倍も増加し,総人口に占める農家

人口の割合は1961年に56.3%であったが1981年に

は25.8%になった.そして,輸送手段も著しく発達

して,1961年から1981年までの20年間に鉄道の貨

物積載量は17倍,自動車の貨物車数は20倍も増加し

た.

(2) 韓国の家畜市場数は,1964年 に667であっ

たが1981年には444へと約3分の1が減った. しか

しまだ韓国の家畜市場は規模が小さい.すなわち,年

間1,000頭未満の牛が取引される家畜市場数が114も

ある.それゆえに家畜の飼養頭数,出場頭数,取引頭

数,交通事情等を考慮して家畜市場を統廃合すべきで

ある.

(3) 韓国のほとんどの家畜市場では仲介人のあっ

せんによる相対取引が行なわれているが,仲介人によ

っていろいろな不公正な取引が行なわれている.した

がって,仲介人のあっせんによる相対取引を廃止して

セリ取引を実施すべきである.

(4) 韓国の総家畜市場数444の中で436は5日間

隔で開設され,残り8市場は毎日開設されている.衣

畜市場が5日間隔で開設されるのはその間隔があまり

にも短いから,各々の地域の諸条件を考慮して開設日

間隔を調整すべきである.そして,家畜市場の開設日

を畜種によって別々の日に開設すべきである.

(5) 韓国の家畜市場の施設は不備で零細である.

すなわち,家畜市場当たり敷地面積は882坪,事務室

建坪は7.8坪,生畜用計量器は0.99台 にすぎない.

したがって,低すぎる売買手数料を引き上げて資金を

調達し,零細な家畜市場の施設の充実を図るべきで

ある.

(6) 二元化されている韓国家畜市場の開設 ･管理

を一元的に畜産業協同組合へ移管して,畜産業協同組

合が主体性を持って家畜市場を開設 ･管理するように

すべきである.

以上の提案の実行に際して,解明すべき課題が2つ

ある.第 1は,韓国の家畜市場を統廃合する場合,ど

んな規模の家畜市場を どこに設けるかである.第2

は,'韓国の家畜市場の開設日の間隔を長くする場合,

何日間隔で家畜市場を開設するかである.これらの課

題の解明は他日を期したい.
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Summary

KoreaneconomyhasbeenrapidlydevelopingSince1960S.Percapltaincome
hasincreased,andindustrializationandurbanizationhavebeenprogressed.Asa
result,demandForlivestockproductshasbeenincreaslng.Asthepatternorcon-
sumptionandsupplyhaschanged,thelivestockmarketsshouldbechanged.
Theobjectiveorthisstudyisto丘ndoutproblemsandtomakerecommenda･
tionsforimprovementoflivestockmarketsinKorea.Inthisstudy,specialatten-
tionhasbeenrocusedonchangesorcircumstancessurroundinglivestockmarkets,

problemsoflivestockmarketsandimprovementorlivestockmarketsinKorea.
ThemethodadoptedforthisstudywasacomparativeanalysisbetweenKorea
andJapan.
Theresultsobtainedaresummarizedasfollows:

1. Thecircumstancessurroundinglivestockmarketshaveremarkablychanged.
ThenumberoffarmersralSlng10Koreannativecattlesoroverincreasedfrom 257

in1968to5,413in1983,orby21times. Theproportionoffarm populationto
totalpopulationdecreasedfrom 56･3% in1961to25･8% in1981.Andthetrans-
portationsystem inKoreawasconsplCuOuSlydevelopedinthepasttwodecades
(1961-1981).Theannualloadageofrailwayandthenumberoftrucksincreasedby
17and21timesrespectively.
2. InKoreatherewere667livestockmarketsin1964,anddeclinedto444in

1981.Butmostofthem arestilltoosmallinsizetobeworkedefficiently.Namely
thenumberormarkets,wherelessthan1,000cattlesaredealtwithannually,is
114.Sofurthermoreconsolidationorlivestockmarketsshouldbeperformedcon-
sideringreglOnalorlocalconditionsforeachmarket.
3. Atmostoflivestockmarkets,buyersandsellersmakenegotiationthrough
middlemen.Butasthefact,variousdishonestoperationsofmiddlemenaretacitly

permittedthere.Sonegotiationshouldbeabolishedandauctionshouldbeintro･
duced.

4. Of444livestockmarketsinKorea,436areheldeveryfifthday,andthe
restareheldeveryday.As5days'intervalisnowregardedtooshort,theinter-
valoreachmarketdayshouldbereadjustedtoitsreglOnalorユocalconditions.
Andnowallkindsoflivestockaredealtwithonthesameday,soamarketday
sl10uldbepreparedforeacllkindoHivestocks.
5. Ingeneral,facilitiesinlivestockmarketsaresmallandpoor.Average
点gurespermarketare:2,910･6m20fplottage,25･7m2ofo侃cespace,0･99weight
measuresforlivestocks.Commissionsshouldberaisedtobuildafundforgrading-
uporrenewalorfacilitiesinsmallmarkets･
6. NowinKorea,livestockmarketsareestablishedbyregionalgovernments
andmanagedbylivestockcooperatives.Butlivestockcooperativesshouldestablish
andmanageallthelivestockmarketstorenecttheirwill.


